
演習問
題-11）X : r - ） が 何測関数であるとは限らない）

A . . A n . . . C I に対し、 Y が(An)=が（たAn)
を示せ、
また、 A c t に対し、4州たが(A'）も示せ.

(2） F 'を R'の部分集合を元にも）6-加法族とする
（11と同じ設定で. X'(F'）：=1が(AllA E F T
が 6-加法族になることを示せ.

（3） 集合族t に対し、 d d )を t を含む最小の6加法
族とする. d'をかの部分集合からなる集合族とする。

このとき. が（6はり）=6にはり）を示せ.

14） 今、 あるd 'が I'を生成しているとする。つまり Yet:
p.3 の

F ' = 6 ( A ) とする。 このとき. X : s i r ' が 証明法を

下げの測であるための必要十分条件は
参考にせよ

がはりく子
であることを示せ.

（ち
）

（4）を使って、 叮測空間に下）に対し、X : n R が

X'（は、a)）E F ( kaER) をみたすなら、（つまり.にでなら）
「BE日(R)についてが(B)E F をみたすことを示せ.
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（6） X : s e Rが確率変数のとき、1 1も確率
変数になることを示せ。 また逆は必ずしも成り立たない
ことに注意せよ，

（7） a E R , A iE F (it.2，3.....m）を用いて

X = J a i杣 は確率変数であることを

示せ。ただし、IA(w）=｛I (WEA） とする.
0 （w4A）

（8）
felt

をみたすことを示せ.
をリーマン積分で良い

M） ポアソン分布の確率質量関数fは）が

H E H をみたすことを示せ.

（い） 分布関数Fに対し、Aは）：=にIFたには｝
とおく. AMは閉集合となることを示せ.

（い） 下に1= P(XEk）が連続分布であるとき、
Ylw）=Flat）は確率変数で.Yの分布は
一様分布が任る）=y （0とみ）である
ことを示せ.

（次ページに続く）
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だが i n fにIF""""な？た；た譽
輩！州※>また、

外（Al-HEにはIF"（x)EA｝
とする. た例※ー

ー※
（は） f=｛ACR13FCA)EB（（。1］））

とする.

（i) Aは区間（ab)CRを含むことを示せ

（ii) R E f であることを示せ

（iii) A E A なら. A'etであることを示せ.

（i i) A r eA（たい、一一-） なら. ，An E t であること

を示せ .
（V） これらより. At日（R）であることを示せ. か？

いつ修正）
（13） ルベーグ測度Mに対し. 作（A）：=1作（A））

とすれば. PF が（RAM）上の確率測度になり、
作（C-a.か）=F（川 をみたすことを確かめよ。

（補足（には、脈州）上のルベーグ測度はMa.がbh
をみたが測度（一様分布）である。その存在は仮定する.）
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（14） Bernoulli分布の分布関数を書け.
（15） FH-） f iFLY）とした時 FH-）=P（ <x）

であることを示せ. （どた確率の連続性）

（16） Fの不連続点は 高竹算個であることを示せ.
したt: An にERIだり-FH-）二部

を考え.
Anの元の個数を見積もれ）
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